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西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
農
民
解
放

|

|

ヴ

ュ

ル

テ

ン

ベ

ル

ク

を

中

心

に

1
1
1

ま

え

カf

者
」

わ
れ
わ
れ
が
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
を
特
長
づ
け
る
土
地

制
度
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
な

b
ば
、
東
エ
ル
ペ
に
お
け
る
大
土
地
所
有

H
H
経
営
(
ユ
ン
カ
経
常
)
の
存
在
と
共
に
、
そ
れ
と
慎
め
て
対
象
的

な
酉
エ
ル
へ
特
に
西
南
ド
イ
ツ
り
零
細
経
営
の
姿
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
西
南
ド
イ
ツ
の
広
汎
に
存
在
す
る
小
農
民
を
素
材
之
し
て
、
周

知
の
よ
う
に
、
一
九
世
釈
末
に
は
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
内
に
お
い
て
修

正
主
義
論
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
に
至
っ
て
も
な

お
エ
ン
ゲ
ル
λ

を
し
て
辛
問
題
を
解
く
鍵
を
提
供
し
て
い
る
と
い
わ
し
め

た
ほ
ど
多
数
の
小
農
民
が
存
在
凶
、
良
民
層
の
分
解
が
奇
形
化
し
士
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
小
農
民
の
存
在
形
態
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、

し
か
し
、
そ
り
前
に
、
一
八
四
八
年
の
「
三
月
革
命
」
生
頂
点
と
し
て
一

九
世
紀
初
頭
か
ら
巾
業
に
け
か
て
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
農
民
解
放
」

西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
民
民
解
放
」

大

Jj 

誠

国

E
qロ
σ
o町
内
己
日
問
。
西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
内
容
を
見
て
お
〈
こ
と

が
必
諜
で
あ
ろ
う
。
封
建
的
土
地
所
有
制
度
の
廃
棄
の
あ
り
方
は
、
そ
の

後
の
良
民
層
分
解
の
万
向
を
大
き
〈
規
定
し
て
い
る
k
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

と
こ
汚
で
、
ド
イ
ツ
「
一
一
一
月
革
命
」
は
土
地
制
度
の
変
草
を
課
題
に
持

4
 

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
挫
折
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は

γ
ム
タ
イ
ン
U

ハ
ル
デ

γ
ベ
ル
グ
の
改
芋
を
起
点
と
す
る
上
か
ら
の
「
農
民
解
放
」
を
完

成
き
せ
、
グ
ツ
へ
ル
リ
農
民
関
係
の
ユ
ン
カ

l
uイ
ン
ス
ト
ロ
イ
テ
関

係
へ
の
再
編
成
を
完
了
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
イ
セ
ン

で
の
革
命
の
帰
結
之
共
に
、
そ
こ
で
と
殆
ん
E
時
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ

た
西
南
ド
イ
ツ
語
邦
の
「
農
民
解
放
」
の
特
殊
な
型
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
J

コ
ニ
月
革
命
」
の
性
格
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
西
南

ド
イ
ツ
は
、
東
ユ
ル
ベ
の
シ
F

レ
1
ジ
ェ
ン
州
と
並
ん
で
「
三
月
革
命
」

期
に
劃
建
的
土
地
所
有
の
廃
絶
を
要
求
す
る
激
し
い
農
民
運
動
が
展
開
さ
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西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

れ
た
地
域
で
あ
っ
て
、
羊
命
運
動
の
進
展
と
挫
折
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ

た
り
が
、
特
有
な
高
額
有
償
償
却
方
式
に
よ
る
領
主
制
の
廃
止
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
り
よ
う
な
西
市
問
ト
イ
ツ
諸
邦
の
う
ち
小
農
民
の

最
も
典
型
的
な
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
王
国
の
「
農
民
解
放
」
に
問
題
を
限

定
す
る
。ω
山
田
盛
太
郎
『
は
本
賢
本
主
義
分
析
』
(
一
九
三
四
年
)
序
言
。

古
典
的
規
定
を
想
起
せ
よ
。

ω
何
F

同】
E
r
口
ミ
同
署
言
。
言
言
。
5
-
Sヨ
同
2
Z
E若
君
詰
号
、
v

号、

RP足
首
n
F
2
5
8司N
a
r
a
F
m
S
同
jrzz
〔
L
E
E
国
L
E
V
N
U同
町
印
ω

口

包

者

口

。

E
1
E
F
b
Q
h
h
E弐
言
明
言
吾
、
骨
呈
句
。
古
事

M
Q
N
E
R
E
N鼻
、
ahNF
包
主
印
印
同
日
叶
!
日
日
目
修
正
主
義
批
判
と
し

て
は
さ
し
あ
た
り
下
記
を
見
主
。
目
出
向
。
回
目
i
K
M
4
2
百
回
同
盟
中

旬
。
。
国
《
一
明
匂
凶
]
苫
肘
同
日
同
伽
}
U
M

向。M
H
》

-
c
c珂
町
悶
臼
詞
崎
町
A

一司町田町
l
M
m
田

邦
訳
、
全
集
、
第
正
巻
九
七

l
二
二
六
頁
お
よ
び
第
二
一
一
巻
一
六
ご

二
O
八
頁
。

ω
司
肘
ロ
m
o
F
]
ロ
5
出
E
O
B
P品
。

E
町
E
己
同
2
n
E
ロ
E
口。
5
1

加
わ

v-Pロ《
Y
H由
宇
佐
弘
文
句
hhwg~ghmaF『
-
2
3
z
s
w
N
固い
hhf
同
民
同
」
「

目
印
目
。
邦
訳
、
マ
ル
ク
ス
H

エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
(
大
月
書
庖
版
)
、

第
一
七
巻
四
三
二
頁
。

ω
松
田
智
雄
「
一
二
月
前
期
〔
〈
日
目
可
N
〕
に
お
け
る
農
民
解
放
」

(
社
会
経
時
史
学
会
編
『
農
民
解
放
白
史
的
考
察
』
一
九
四
九
年
、

所
収
〉
二

O
三

二

O
八
頁
。
同
芹
邑
己
目
E
F
N
E
P
5乳

、。
~xmg。、
f
q

町民
hm~fhFNG
礼宮、町民
ueGEaN。
a
d
Q
F
h九四崎町向

H也
、
向
日
目

旧
日
出
∞
吋
町
田
出
E
当
日
od司
ヨ
同
E
E
E叫
N
E
-
~目。
e
o
p
t。
S
同
E
h
l

第
八
十
九
巻

/、

第
一
号

/、

ご

Qお
同
町
。
若
草
N
h
h
Eロ
H
N
U
Q
2
3
2
5
口
言
語
RNSいで↑』』」
hwhhH句、

hhN同
h
H
V司

ω∞
四
日

制
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
農
民
解
政
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か

の
研
究
成
果
が
あ
る
u

松
田
智
雄
「
A
T
命
唱
。
フ
ロ
シ
ア
到
の
途
」

(
潮
流
、
第
三
巻
三
号
、
一
九
四
八
年
)
、
同
「
ユ
ン
カ
1
経
営
。

成
立
と
『
中
間
周
』
農
民
」
(
際
史
一
評
論
、
第
一
二
号
、
一
九
四
八

年
三
林
健
太
郎
『
況
代
ド
イ
ツ
O
政
治
正
社
会
|
|
プ
円
イ
セ
ン

改
革
に
関
す
る
一
研
究
|
|
』
(
一
九
五
二
芝
、
山

u
和
男
「
プ
ロ

シ
ア
農
業
変
革
に
つ
い
て
り
一
考
察
」
(
経
済
論
議
、
第
六
九
巻
三

・
四
号
二
九
五
二
年
)
、
北
条
功
弓
農
民
保
護
』

k

『
長
民
解
放
』

1
1プ
ロ
シ
ア
「
絶
対
王
制
」
の
対
農
民
政
策
白
歴
史
的
意
義
|
|
」

〈
学
習
院
大
学
改
経
学
部
研
究
年
報
、
一
ニ
)
、
同
「
い
ね
ゆ
る
『
プ

ロ
シ
ア
型
L

O
歴
史
的
構
造
」
(
山
田
盛
太
郎
編
『
変
革
期
に
お
け

る
地
代
範
時
』
一
九
五
六
年
、
斯
山
明
〉
、
同
「
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る

『
農
民
解
放
』
」
(
式
岡
崎

A
雄
高
橋
辛
入
郎
・
松
田
智
雄
編
『
西
洋

経
済
史
講
座
』
第
四
巻
、
一
九
六

O
年
、
所
収
)
、
同
「
プ
ロ
シ
ア

『
農
民
解
肱
』
期
に
お
け
る
共
同
地
を
め
ぐ
る
諸
問
題
|
|
特
に
シ

ュ
レ

l
ジ
ェ
シ
を
中
心
と
し
て
l
1
i」
(
『
社
会
経
済
史
大
系
』
唖
、

一
九
六
一
年
、
所
収
)
、
藤
瓶
浩
司
「
プ
ロ
シ
ア
『
操
業
改
革
』
の

経
済
的
活
礎
」
ハ
歴
世
学
研
究
、
第
一
一
一
一
号
、
一
九
五
七
年
)
な

ど
を
参
照
せ
よ
。

ω
末
川
情
「
三
月
革
命
却
に
お
け
る
封
建
的
賦
課
廃
棄
の
運
動
|
|

シ一
-
ν
l
ジ
ェ
シ
州
安
中
心
主
し
て
|
|
」
(
西
洋
史
学
、
一
二
人
号
、

一
ー
九
五
八
年
)
一
二
頁
、
司

F
E甘
E
。
E
品
。
F
b
E
h
h言、



言
圭
』
T
6
8

草
色
R
S
Z
L
a
m
p
s
M
E主
2
ま

SR見
守
雲
氏
』
ミ
ヨ
与
え
s

z
s
ミ芯

hap-sh匂
恥
句
、
」

E
H
M
印

印

円

l
l

。

「
二
一
月
前
期
」
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

に
ゐ
け
る
領
主

1
農
民
関
係

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
リ
λ

ト
を
し
て
一
八
四
二
年
に
か
の
『
農
地
制
度
、

零
細
経
営
お
よ
び
国
外
移
住
」
を
書
か
し
め
た
ヴ
品
ル
テ

y
ベ
ル
ク
王
国

の
農
業
は
、
一
九
世
紀
に
入
る
と
そ
の
経
営
に
お
け
る
零
細
性
白
矛
盾
を

顕
著
に
露
呈
す
る
に
至
る
。

き
て
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
一
閣
に
か
け
て
白
ヴ
ュ
ル
ア

y
j

ル
ク
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
進
展
状
況
を
全
般
的
に
示
寸
信
頼
し
う
る

に
足
る
資
料
は
存
在
し
な
い
け
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
一
八
五
七
年
に
行

わ
れ
た
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
片
ク
に
お
け
る
最
初
の
農
業
調
査
の
結
果
を
挙
げ

て
お
こ
う
(
第
一
表
参
胤
)
。
均
分
相
続
制
の
支
配
的
で
あ
る
酉
部
の
旧
グ

品
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
領
と
レ

l
エ
ン
制
度

F
O
F
O
E
S
F
E
C
の
存
在
が
農

場
の
分
割
を
妨
げ
か
っ
一
子
相
続
制
の
支
配
的
で
あ
っ
た
新
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ベ
ル
ク
領
ー
と
の
差
異
が
存
在
す
る
品
、
全
体
と
し
て
見
る
と
、
農
業
利
用

面
積
一
二

O
毛
ル
ゲ
ン
以
下
の
小
経
営
が
戸
数
の
六
一
二
%
、
面
積
の
凹
九
%

を
占
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
ケ
に
一
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
良
民
層

分
解
白
原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
土
地
の
細

分
化
に
よ
る
零
細
経
営
の
続
出
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
へ
L
P

ク
の
農
村
に
多
数

存
在
す
る
手
工
業
の
発
生
基
盤
と
な
る
と
共
同
、
ヴ
ュ
テ
ン
ベ
ル
ク
を
し

西
南
ド
ー
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

て
一
九
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
外
移
民
の
主
要
な
出
身
地
と
し

た
り
で
あ
る
。

ω
司

F
H
1
b
R
込
与
完
E
吐
2
2詩
句
】

R
N
N
G
N
g
ω
4
5
1
Z言
、
喜
民

円同町、与
E
R一E
N
K
2
2
p
h
hむ
(
邦
訳
、
小
林
荊
訳
、
世
界
古
典
文

庫
〉
。
リ
ス
ト
の
「
農
地
制
度
」
論
に
つ
い
て
は
、
小
林
昇
『
フ
リ

ー
ド
リ
ヴ
ヒ
・
リ
ス
ト
研
究
』
(
一
九
五

O
年
)
、
同
『
経
許
学
史
研

究
序
説
」
〔
一
九
五
七
年
)
、
住
谷
彦
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト

の
『
土
地
制
度
」
諭
」
(
一
)
(
二
)
(
立
教
経
済
学
研
究
、
第
一
一

巻
二
、
一
二
号
)
、
松
田
智
雄
「
リ
ス
ト
農
業
理
論
白
基
盤
L

円
矢
内
原

忠
雄
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
古
典
派
経
済
学
研
究
」
一
九
五
八
年
、

所
収
)
を
参
照
ぜ
よ
。

ω
同
己
問
。
同
Hny
印

Z
E
g
c
σ
ο
円
羽
田

H
t
o目
ヴ
2
宮

R
Z
K〆唖
mvH2同

}品
FEω
印の

(N§
な
の
除
、

t
N
¥晶
、
弘
柏
町
内
向

hs還
さ
な

MNaars忠
告
ま
れ
か

QHN
凶
ぬ

u
h
h
h
h同同一)叩印

NHH

ω
司
d
H
z
r
s
r
4
a
b
b
m
H色、
z
h
F
3
1言
、
担
a
g
N
E
5
h
h
皇
子

2
b幸
弘
、
-

L

『
臥
刊
誌
ミ
出
回
申
ロ

ω回
目
印
同
よ
り
作
成
。
な
お
、

こ
の
調
査
は
ゲ
マ
イ
ソ
デ
別
の
調
査
の
集
計
で
あ
る
た
め
二
つ
以
上

の
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
渡
っ
て
保
有
地
を
持
つ
経
営
〉
5
己
z
r
H
を
二

重
に
計
算
じ
て
お
り
小
経
常
が
実
際
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

お
よ
び
、
二

O
O
モ
ル
ゲ
ン
以
上
司
大
経
常
の
中
に
は
共
有
地
を
含

め
て
い
る
も
の
が
あ
り
実
数
は
こ
れ
よ
り
少
い
、
と
い
う
不
完
全
さ

を
持
っ
て
い
る
。
〈
m-
口
官
同
匂
S
N
h
E忌
モ
晶
玉
、
若
宮
、
や

sdNG

h
E
m
p柏、
s
?と
♂
喝
さ
怠

h
富
札
、
可
。
S

5五
年
ぬ
芹
L

呂
町
一
回
印
印
品
目
白
臼
己

川
刊
東
北
部
の
若
干
由
ア
ム
ト
で
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い

第
八
十
九
巻

第

p 
ワ
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第 l表農民間り階居構成 (1857年) 同保有者別構成
| 実数 | 

地 区 名 15;2以下;5 -JU:~I的以上|計同司市τ二百百前0; 以上|計
1 . Gau i 33;979 1 16，8211 1，389: 52.18釘 65，111寸 2.23: 2.66 1 100 
i: Mlttlcr Neckar 44;6561 16;6的i;388: 62;1641 71.91 1 25:86 1 2:ぉ 11OO 
][. Unte;cr Neckar 1 72，8571 25，6501 1，978' 100，485; 72.51 1 25.52 i 1.97 1 100 注

lV. Schwarzwalb 1 23，6431 12，3301 1，645! 37.618， 68.85， 1 32.78 1 4.37 1 100 I ， 
V. Oberer Neckar 仇 9431 9，6521 1，14引 31.740i 65.98 1 30，41 1 3.61 1 luO :， 
VI. VVelzheimer und ]¥"Iurrh町d怯 c¥Vak 1 9，2661 3，647 1 778 i 13，6911 67.68 1 26.64 1 5.68 1 10uγ 
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農
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て
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口
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司
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君
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件
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札
2
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h号
制
丘
、
。
目
立
忌
一
凶
弘
司
匂
同
)
を
見
よ
。

同
一
人
一
三
年
に
は
、
全
グ
斗
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
見
る
と
総

一
戸
数
に
対
す
る
親
方
冨
E
再
青
山
割
合
は
三
0
・
四
%
で
あ
っ
て
、

都
市
町
み
な
ら
ず
農
村
に
も
手
下
業
者
が
多
い
。
例
え
ば
、
親
方
の

戸
数
に
対
す
る
割
合
は
、
〉
ヨ
仲

C
E
n
F
(都
市
を
除
く
、
以
下
問

機
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二
二
・
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吋
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司
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【
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ヴ
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】
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ヨ
〉
ロ
宮
司
EH品
⑦
】
己
口
問
ロ
ロ
。

〉
5
当

E
Q
O
H
E
m品
。
E
W
W
Hロ
同
α
E
m
Z
R
V
当
日
広
百
田
σ。品一

〔

N
r
r
札
て
ミ

¥hQhNSNM守
QNNNF
凶札

MH
出
足
)
叩
印

N印
刷
。

竹
内
英
央
「
一
九
世
紀
独
逸
の
農
業
人
口
移
動
凸
諸
過
程
」
(
経
済

学
研
究
、
品
γ

一
一
巻
二
号
)
六
六
九
氏
。

と
こ
ろ
で
、

一
九
紀
初
頭
に
、

一
部
に
は
「
家
族
と
僕
卑
、
ほ
ぼ
一

O

西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

名
で
も
っ
て
六

O
モ
ル
ゲ

γ
の
耕
地
を
耕
作
す
る
大
農
」
が
存
在
し
て
い

た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
農
民
経
営
の
発
良
を
阻
み
、
続
首
の
雫
細
化

と
し
て
現
象
さ
せ
た
も
り
は
、
そ
の

I
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
貢
和

収
奪
、
す
な
わ
ち
り
ス
ト
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
彼
ら
農
民
の
生
産

物
の
剰
余
で
な
〈
て
自
ら
の
需
要
に
食
い
込
む
よ
う
な
貢
船
」
を
中
心
と

し
た
領
主
的
諸
規
制
と
三
圃
制
経
営
に
基
く
共
同
体
規
制
と
で
あ
勺
士
。

西
南
ド
イ
ツ
は
、
中
世
末
期
に
は
麻
織
物
業
の
繁
栄
を
誇
り
、
ド
イ
ツ
農

民
戦
争
の
中
心
舞
台
と
な
っ
た
所
で
あ
る
が
、
領
主
制
は
そ
の
封
建
的
危

機
克
服
の
過
程
で
再
編
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
化
石
型
グ
レ
ン
ド
ヘ
ル
ジ
ャ

フ
ト
左
し
て
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
存
続
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
た

領
主
制
の
姿
を
「
農
民
解
放
」
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
限
り

で
見
て
お
こ
う
。

ヴ
ュ
ル
テ
リ
J

ベ
ル
ク
に
お
け
る
領
主
制
は
、
法
制
史
的
に
は
、
裁
判
傾

土
目
。
口
長
官
官
口
、
体
僕
領
主

r
z
o司
、
土
地
領
王
。
E
E
F
0
2

お
よ
び
十
分
の
一
税
領
主

N
o
r
E
V
2叫
に
分
れ
る
。
旧
ヴ
ュ
ル
テ
ン

へ
ル
ク
領
で
は
、
こ
れ
ら
の
殆
ん
ど
が
領
邦
君
主

F
E骨
5

2月
の
手

に
集
中

L
、
領
邦
君
主
は
さ
ら
に
租
税

2
2
2
を
徴
収
し
て
い
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
新
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
領
で
は
、
こ
れ
ら
が
約
九

O
家

の
帝
国
騎
士
同
2
n
E
=
R
2
を
中
心
と
し
た
多
数
の
貴
族
に
分
割
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
領
主
が
徴
収
す
る
貢
租
は
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、

複
雑
た
貢
租
体
系
を
織
り
な
し
て
い
た
。
そ
れ
安
整
理
す
る
と
汰
町
ょ
う

で
あ
る
。

第
八
十
九
巻

六
五
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六
主
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由
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品
目
な
お
、

グ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
農
民
白
土
地
保
有
権
は
、
東
エ
ル
へ
と
比
べ

れ
ば
-
般
に
良
好
で
あ
り
、
特
に
式
公
館
で
け
氷
川
昨
有
H
W叶

σ
F巴
が

支
配
的
で
あ
っ
て
領
主
に
ラ
ウ
デ
ミ
ウ
ム
を
支
払
え
ば
売
買
も
可
能

で
あ
っ
た
。
吋
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戸
同
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戸
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日y
b
G
輔、切
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柏町民、一印
ω
∞N
i
。
日
同
ロ
。
同
』
お

お
。
問
的
出
品
問
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川

W

叶
U

同

E]JV一
口
雪
国
霊
兵
団
印
閉
山
町
四
ロ
の
け
ω
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/
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刊
誌
国
E
I

宮
町
相
官
町
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N
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ω

ω

H

D
日
l
l口

1

0

同

2
ロげ

R
P
ロ
お

N
G
F
ロ件
m
w
E
C
m

E四
E
司
ロ
ユ
耳
目
σσ
話
、
(
守
寄
与
、
丸
町
E
E
Q
Q
2
8

里

町、h
h
w
h
u
)

印日

H
白

E
i
H
由

H

一
八
三
六
年
に
領
邦
政
舟
が
農
業
の
警
伊
状
態

r闘
し
て
全
オ

lz

ー

ア
ム
ト
か
ら
集
め
た
報
告
書
は
、
ヴ
ュ
ル
テ

γ
ベ
ル
ク
の
「
三
月
前
期
」

に
お
け
る
農
業
問
題
の
本
質
を
示
し
て
い
る
白
そ
の
一
報
告
書
に
よ
る
と
、

企
オ
ベ
ル
ア
ム
ト
か
ら
良
村
で
の
困
錦
町
訴
え
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
原
肉
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
モ
l
ゼ
ル
同

Z
2
2
に
従
っ
て

分
類
す
る
と
、
け
現
行
の
諸
頁
租
法
、

K
〆
σ
m
pげ
S
D
2
0汁
N

伺
商
業
に

閲
す
る
制
限
、
同
土
地
に
対
す
る
拘
束
、
同
共
同
放
牧
権
、
同
家
畜
の
合

飼
実
施
日
困
難
、
約
賦
枚
、
仲
野
獣
白
川
音
、
判
農
道
の
欠
除
、
制
度
民
の

無
如
、
お
よ
び
、
倒
土
地
に
対
す
る
貢
租
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
て
い
る
レ

ー
ェ
ン
制
度
の
存
在
で
あ
っ
担
。
す
な
わ
ち
、
領
邦
政
府
の
徴
収
す
る
租

税
、
領
主
的
諸
規
制
、
と
共
同
体
諸
規
制
な
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
租
税
の
高

す
ぎ
る
こ
と
で
、
国
お
よ
び
地
方
官
庁
の
徴
収
す
る
直
接
税
D
高
額
な
る

こ
と
と
共
に
、
塩
の
専
売
制
、
泊
費
税
、
お
よ
び
刊
業
取
引
叫
に
穀
物
輸

四
南
ド
イ
ツ
に
お
け
ゐ
「
農
民
解
放
」

出
の
制
限
と
な
っ
て
い
る
関
税
に
対
す
る
訴
え
が
随
所
に
児
だ
さ
れ
る
。

第
二
の
共
同
諸
規
制
と
し
て
同
組
と
さ
れ
て
レ
る
の
は
、
領
主
権
と
結

び
つ
い
た
レ
!
エ
ン
制
度
の
存
在
が
農
場
の
自
由
な
分
割
を
阻
止
し
、
土

地
の
有
効
な
利
用
を
妨
げ
て
い
る
こ
主
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
訴

え
は
東
部
地
方
に
多
い

(
C〉
わ

E
E
o
ユ
D
P
ロ

同

医

巧

P
E
E
O、

C
〉
印
P
己
m
ω
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C
K
F

円
。
己
己
口
百
戸
同
P

H
向
。
己
記
]hEロN
見
出
】
』
同
〉

4
4
E
ロ問
mw】門品
u
o
p
c
h戸
}
N
H

⑦《】
}
H

口
叫
何
回
、
己
〉
出
H

ヴ一。同
P
の

Y
D〉
出
]mZMσo
ロ
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2
ロ
ロ
凶

d
J

〉
。
次
に
、
共
同
放
牧
権
の
存
在
と
混
在
地
制
。
。
E
E
m
o

官
官
に
よ
る
農
道
の
欠
除
が
、
家
南
の
合
飼
に
よ
る
南
産
の
発
展
お
よ

が
肥
料
生
席
を
妨
げ
、
ま
た
、
商
品
作
物
の
導
入
の
障
害
と
な
っ
て
レ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
殆
ん
ど
全
ヴ
ュ
ル
テ
シ
ベ
ル
グ
の
オ
ペ

5
 

ル
ア
ム
ト
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
「
農
民
解
芭
の
中
心
対
象
k
な
る
領
主
的
諸
規
制
に
つ
い

て
は
、
賊
役
、
領
主
の
狩
猟
特
権
と
獣
害
、
お
よ
び
、
土
地
に
対
す
る
貢

和
と
く
に
十
分
の
一
税
と
分
益
貢
租
に
対
す
る
訴
え
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

賦
役
に
対
す
る
背
情
は
、
旧
グ
ュ
ル
ア
ン
ベ
ル
ク
領
で
は
見
ら
れ
ず
、
新

ヴ
ュ
ル
ア
ン
ヘ
ル
グ
領
に
集
印
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
貨
幣
貢
租
へ
の
変

更
が
希
望
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
野
獣
の
害
も
、
貴
族
が
狩
猟
特
権
を
持

っ
て
い
る
新
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
傾
に
お
い
て
見
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
狩
猟
権
O
農
民
へ
の
解
政
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
土
地
に
対
す
る
貢
砲
に
つ
い
て
の
不
満
は
、
ヴ
斗
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
人
斗
般
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
十
分
の

第
八
十
九
巻

一ハ七

前古

/、
七



四
市
ド
イ
ツ
に
お
吋
る
「
農
民
解
放
」

一
一
杭
と
分
科
川
貢
刊
の
叡
が
非
常
に
高
い
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
が
耕
作

強
制
を
作
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
総
収
段
物
の
十
分
の
一

を
現
物
で
徴
収
す
る
十
分
の
一
税
に
対
し
て
は
、
。
hr
出
B
O
W
S
U
C岡田

か
ら
は
「
十
分
の
一
税
は
非
常
に
し
ば
し
ば
モ
の
額
が
農
民
D
純
収
益

日
目
。
開
1
片
山
田
を
越
え
て
お
り
、
ま
た
有
益
な
耕
作
変
更
を
妨
げ
て
い

る
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
十
分
の
一
税
の
現
物
支
払
に
よ
る
麦
蕊
の
相

失
は
農
業
者
に
と
っ
て
非
常
に
堪
え
が
た
い
も
の
で
あ
っ
て
必
要
と
す
る

肥
料
の
増
大
合
損
な
わ
し
め
て
い
る
」
と
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

c
p
出口

Eロ
明

3
か
ら
は
「
十
分
の
一
税
は
総
収
穫
物
か
ら
取
上
げ
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
十
分
の
一
で
は
江
〈
て
、
納
収
益
の
一
二
分
の
つ
四
分
の
一
乃

至
は
十
分
の
九
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
に
よ
っ
て
」
地
保
有
者
は
三
間
制

の
も
と
に
留
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
旧
套
の
ま
ま
に
小
麦
、

ラ
イ
麦
、
大
中
正
お
よ
び
燕
麦
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
主
訴
え
て
い
る
。

同
様
の
訴
え
が
名
数
の
オ
l
ベ
ル
ア
ム
ー
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

(
刊
)
て
、
領
主
制
が
共
同
体
的
規
定
と
か
ら
ま
り
あ
っ
て
存
在
す
る
乙
と
が
農

民
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
分
の
一
税
と
呼
ん
で
、
ヴ
ヲ
一
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
お
け
る
貢
租
の
う
ち

で
中
心
的
位
置
を
占
め
る
の
が
、
現
物
分
持
(
貝
租
叶
V
O】】
m
o
E
V同
日
で

あ
っ
た
。
そ
の
貢
租
の
収
陛
量
に
対
す
る
割
合
は
、
地
域
に
よ
り
差
地
が

あ
る
が
、
十
分
の
一
税
を
徴
収
し
た
残
り
の
収
穫
物
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に

(
は
)

達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

コ
ニ
月
山
期
」
の
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
に
お
い
て
は

第
八
ナ
九
巻

ノ、
ノ、

第
一
号

ノ、
八

封
建
的
土
地
所
有
は
共
同
体
的
諸
規
制
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
地
位
を
厳

然
と
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
復
雑
な
法
的
支
配
関
係
の

中
に
あ
っ
て
.
基
柱
と
な
っ
て
い
た
の
は
高
額
の
現
物
責
租
徴
収
体
系
で

あ
っ
た
。ω
松
田
智
雄
前
掲
論
文
に
そ
の
一
怖
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ω
阿

仰

い

Y
H
2
0
円一

H
U
Z
E
王
子
h
p
s
hま
Z
S
吾
、
司
三
塁
、
三
宮
占
有
一

三
与
2
0誌
へ
肉
、

Z
E
G
E
X
速な
4
t
rョ
巴

凶

旬

叩

叩

日

l
由

川
W

同

日

高

S
F
S
R
O
ω
凶
寸
向
。

川
何
回
辺
自
己

Q
R
O
凹
印

8
6
2

川W

同

居
G
明
日
一
白
色
。
∞

ω
8
2
リ
ス
ト
も
「
零
細
経
営
は
混

在
地
制
度
と
部
落
制
度
目
生
ん
だ
以
」
と
し
、
混
在
地
制
度
を
農
地

制
E
の
一
世
大
の
欠
陥
と
考
え
て
い
た
。
問

E
F
b
N
m
h
h
b
G
2
2

E
E
S昌
一
一
山
由
前
掲
邦
出
、
四
一
瓦
μ

ω
同

居
2
0
F
S
S
G
回
目
白

1
8
な
お
、
。
〉
呂
田
等
で

は
共
同
体
賦
仕

1
村
仕
事
に
対
す
る
非
難
が
見
ら
れ
る
。

s

s

。

印

四

日

的

問

V
E
2
2一
泊
及
。

ωω

町田寸印

刷
阿
見
目
。
宮
ア
ヘ
w
a

。
印
印

N
寸
G
J
]

川
明
同
冨
omOH一
s

a

O
印

印

凶

コ

J
泊
中

川
判
河
]
戸
H
o
m
o
H
S
a
O
印∞

M
2
N
E
そ
の
額
を
困
街
地
に
つ
い

て
見
る
と
、
一
八
四
八
/
四
九
年
度
に
は
、
一
、
六

O
六
、
ニ
二
-
一

廿
国
家
歳
入
。
約
七
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
。
同
2
己
目
旦
一

b
s

h河内
ω
b
s
z
z
q
h叫
sshpω
印

N
N
H
M

同

JP
開
口
唱
力
-
bミ
句
会
豆
町
、
一

ω
吉
司
耳
切
》
q
g
m
切

Z
E
h
p



k
h
h
ω
H
H
C
H
内
沼
C
印
。
♂

Q
n
N
O
ω
ω

日
臼
白
!
日
除
。

こ
の
よ
う
な
領
主
U

農
民
関
係
に
対
し
て
、
農
民
側
の
勤
き
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
「
三
月
前
期
」
の
ヴ
ユ
ル
テ

γ
ベ
ル
ク
に
お
い
て
は
、
倒

主
制
を
内
部
か
ら
危
機
に
落
し
入
れ
る
よ
う
な
統
一
的
な
農
民
運
動
は
見

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
提
一
八
二
六
年
の
報
告
書
で
、
上
か
ら
の
高

額
有
償
却
方
弐
に
よ
る
飼
主
制
廃
止
の
方
向
に
対
す
る
良
民
の
反
対
意
見

が
、
多
数
の
オ
1
ベ
ル
ア
ム
ト
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
。
〉

d
f
d
2
5『
o
a
D
農
民
は
貰
租
D
一
五
倍

の
額
は
償
却
金
と
し
て
高
す
ぎ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
色
、
そ
こ
に

は
無
償
雌
止
の
按
求
は
見
出
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
低
額
の
有
償
償
却
の

方
向
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ル
ド
ル
フ
・
モ

l
ゼ
ル
が
そ
の
著

書
コ
ソ
コ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
人
の
農
民
的
諸
負
担
」
(
一
八
三
二
年
)
に
お

い
て
土
地
に
対
す
る
貢
租
マ
中
心
に
し
て
一
目
し
た
改
革
案
は
、
わ
れ
わ
れ

に
一
つ
の
基
準
乞
与
え
て
〈
れ
る
。
河
ゼ
ル
は
邦
議
会
に
お
け
る
進
歩

4
 

派
の
立
場
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
無
償
廃
止
は
実
現
不
可
能
で
あ

る
主
考
え
て
、
償
却
事
業
を
即
時
実
施
さ
せ
る
た
め
に
次
む
よ
う
な
一
一
一

項
目
か
ら
な
る
改
革
案
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
け
償
却
に
際
し

て
は
、
国
家
が
貢
和
徴
収
権
者
と
支
払
説
務
者
と
の
間
に
直
接
介
入
し
て

償
却
事
業
官
進
め
る
こ
と
、
同
償
却
の
基
準
ー
と
な
る
貢
和
額
の
算
定
の
場

作
に
は
、
京
租
か
ら
徴
収
裂
を
除
い
た
純
収
入
目
半
分
を
民
民
が
、
日
分

の
一
は
国
家
が
負
担
し
て
、
傾
一
七
側
で
は
そ
の
四
分
の
一
を
切
拾
て
る
こ

と
(
そ
れ
ゆ
え
同
有
地
で
は
投
民
の
負
担
が
半
分
に
な
る
よ
う
引
き
下
げ

丙
南
ド
イ
ツ
に
お
付
る
「
農
民
解
放
」

る
こ
邑
)
、
同
一
切
り
賦
課
租
を
将
来
新
し
く
設
け
る
こ
と
を
禁
止
、
仲

収
穫
一
一
両
お
J
び
そ
れ
の
貨
幣
評
価
の
決
定
は
過
去
二

O
主
間
の
平
均
に
よ

る
こ
と
、
伺
土
地
切
取
り
正
よ
る
補
償
は
望
ま
し
く
な
く
、
貨
幣
ま

t
は

国
債
で
以
っ
て
補
償
を
行
う
こ
と
。
肘
開
墾
地
十
分
の
一
税
を
永
久
に

禁
止
し
、
今
ま
で
支
払
わ
れ
て
来
た
貫
租
に
の
み
補
償
を
行
う
こ
と
、
川
開

家
帝
十
分
の
一
一
杭
は
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
で
は
多
く
な
く
、
ゲ
マ
イ
ン
デ

金
陣
か
ら
一
般
償
却
基
準
に
従
っ
て
補
償
を
わ
い
廃
止
す
る
こ
と
、
け
レ

l
エ
ン
制
度
『

Z
5
2
F
P
E
そ
の
も
の
は
無
償
廃
止
す
る
こ

t
、
助

成
比
か
回
庫
h
k
償
却
金
を
支
払
う
期
間
は
法
律
で
乙
れ
を
山
止
め
、
ま
た
、

償
却
事
業
は
償
却
委
員
会
を
作
っ
て
簡
単
に
一
打
払
え
る

k
う
に
す
る
こ
と
、

例
償
却
は
負
担
者
個
人
別
か
ま
た
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
全
体
で
国
家
に
純
梢
償

額
り
半
分
を
支
払
う
と
い
う
形
に
す
る
こ
と
(
国
家
負
担
世
額
三
由
償

却
に
よ
っ
て
全
て
の
土
地
が
あ
ら
ゆ
る
貰
租
と
レ
!
エ
シ
緊
縛
か
ら
永
久

に
解
放
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
国
償
却
に
よ
っ
て
貢
租
か
ら
解
放
さ
れ
た
土

地
に
対
し
て
租
税
を
今
ま
で
」
り
一
同
く
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
(
国
家
が
償

却
資
金
の
一
部
を
負
担
し
た
場
合
は
そ
の
負
担
し
た
範
囲
で
は
増
額
が
認

め
ら
れ
る
)
ー
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ω
同
日
r
H
E
o
p
s
a
o
m凶
凶

D
U
ω

日

ω
河

冨

2
2
}
Q
Q

。m
ω

ロ

ゆ

モ

I
ゼ
ル
の
改
革
案
と
リ
ス
ト
の
改
ホ
要
求
と
の
比
較
に
つ
い
て

は
、
住
谷
一
彦
前
掲
論
文
伺
お
よ
び
松
田
智
院
前
掲
論
文
宰
照
。
リ

ス
ト
は
、
そ
の
「
農
地
制
度
」
論
に
お
い
て
、
十
分
の
一
税
と
分
政

第
八
半
九
巻

持

号

ノ、
ブし

九



回
自
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
散
」

責
租
の
似
却
を
要
求
し
、
十
介
の
一
説
に
つ
い
亡
は
改
革
案
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
有
償
償
却
で
あ
る
が
、
十
分
の
一
税
支
払

藷
務
者
に
好
都
合
で
あ
り
か
っ
望
ま
し
い
弁
済
方
法
が
つ
ね
に
選
ば

れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
貨
幣
弁
辞
翻
は
異
常

ι低
い
水
準
で
計
算
さ

れ
て
、
国
家
が
場
合
に
よ
っ
て
は
十
分
の
一
税
徴
収
椛
者
に
迫
加
嗣

を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
司

H
L
F
a
a
q
目

的

言

l
寸

ロ
包
司
ミ
F
凶
凡
で

ω印
印
臼
印
寸
前
掲
邦
訳
二

0
0
二
頁
。

ω

C

列。
H

コ
v
m
w
E
N
Uド
R
C
2
3札
E
R
E
N
塁
手

ω
N口
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ベ
ル
ク
邦
議
会
の
構
造
は
、
特
艇
身
分
(
新
旧
内
教
会
代
表
九
、
貴

族
代
表
二
二
、
大
学
総
長
ニ
二
三
名
お
よ
び
退
牟
さ
れ
た
代
表
七

O
名
(
特
権
郡
山
七
、
オ

i
ベ
ル
ア
ム

l
代
表
六
一
一
乙
で
あ
っ
て
、

そ
の
選
挙
は
間
持
制
限
選
牟
で
あ
っ
た
。
同
君
。

=2}
司
む
王

室
前
町
内

4
F
Z
Z
C
E与
E
p
z
b
F
h
u
h
H
ω
山
寸
印

同

HN
冨
s
o
p
a
a
c
m
ω
u
h
ω
ω
日

モ

l
ゼ
ル
の
挙
げ
て
い
る

例
に
よ
る
と
、
年
五
グ
ル
デ
ン
心
貫
租
を
支
払
っ
て
い
た
住
民
の
支

払
う
償
却
金
額
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
二
心
情
心
的
却
卒
の
場
合
は
、

総
償
却
金
額
一

0
0印
、
そ
の
中
か
ら
管
理
在
そ
の
他
を
控
除
す
る

と
純
償
却
金
制
は
六
三
白
ニ
ロ
防
、
農
民
O
負
担
は
そ
の
半
分
。
三

一
白
四

O
L
、
ぞ
れ
ゆ
え
今
ま
で
の
貢
担
。
六
倍
強
を
支
払
え
ば
よ

い
。
し
か
も
、
年
賦
支
払
の
場
合
は
年
支
払
金
額
は
白
一
一
五

E
で

あ
る
。

Q

Q

D

m

錦

町

3

K

L
主

主
ノ

1
1
2
J

七。
第

号

一じ
ハ
¥ノ

「
=
一
月
前
期
」
の
ヴ
ー
一
片
テ

γ
ベ
ル
ク

に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

ゲ
ュ
ソ
ン
テ
ベ
ル
ク
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
お
よ

び
西
南
ド
イ
ツ
の
そ
の
他
の
諸
邦
と
同
じ
く
、
但
邦
絶
刻
主
設
国
家
と
等

族
粗
主
と
の
同
の
国
家
↓
日H
権

戸

rm

進
め
ら
れ
る
u

ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
大
公
同
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
渦

中
に
多
数
の
等
族
制
主
領
を
自
己
の
悩
士
に
加
え
て
い
〈
が
、
一
八

O
六

年
に
は
制
土
を
ほ
ぼ
街
化
し
て
王
国
に
外
格
L
、
領
邦
純
対
主
義
同
家
と

し
て
の
性
格
を
整
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
新
し
く
加
わ
っ
た
等
族
館
王

簡
の
農
民
を
直
接
に
自
己
の
支
配
下
に
置
こ
う
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が

「
一
二
月
前
期
」
の
グ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
王
国
の
「
畏
民
解
放
」
で
あ
っ
た
。

次
に
、
そ
の
内
容
を
み
よ
う
。

付
土
地
保
有
権
の
改
普
に
つ
い
て
。
旧
グ
ユ
ル
テ
ベ
ン
ル
ク
領
対
よ

び
ウ
ル
ム
地
方
で
は
永
保
有
何
号
Z
7
2
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
等

族
領
主
領
で
は
一
代
仕
有
忠
臣
岳
自
が
支
配
的
で
あ
っ
て
保
有
者
の
変

更
の
際
に
新
保
有
者
白
人
選
も
貢
利
の
鋭
も
領
主
の
恋
意
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ

b
。
こ
の
よ
う
な
一
代
保
有
権
を
永
保
有
権
に
改
苦
し
よ

う
と
し
て
、
一
八

O
七
年
一

O
月
一
日
の
一
般
勅
令
、
同
年
一
二
月
一
六

日
白
大
蔵
省
訓
令
、
一
八

O
八
年
三
月
一
六
日
の
法
令
、
一
八
一

O
牛
七

月
一
六
日
の
訓
令
、
一
八
一
一
一
昨
七
月
六
日
の
訓
ん
け
が
附
さ
れ
る
が
、
両

当
事
者
の
合
意
に
よ
る
変
更
を
基
本
と
し
て
い
た
た
め
、
等
族
領
主
の
反



対
に
あ
い
改
革
事
業
は
進
展
せ
ず
、
わ
ず
か
に
王
領
地
で
保
有
権
の
改
善

8
 

が
む
わ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

悼
ラ
イ
プ
ア
イ
ゲ
ン
シ
中
フ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て
。
そ
の
呼
名
ゆ
え

に
農
民
か
ら
特
に
鰍
わ
れ
て
い
た
ラ
イ
フ
ア
イ
ゲ
イ
シ
ャ
フ

l
に
対
し
て

は
、
領
邦
政
府
は
一
八
一
六
年
の
不
作
に
刺
戟
さ
れ
て
、
一
八
一
七
年
一

一
月
一
八
日
の
勅
令
お
よ
び
一
八
一
八
年
九
月
一
三
日
の
法
令
で
も
勺
て

改
革
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
、
王
領
地
で
は
無
償
廃
止
を
、
そ
り
他
の
貴

族
領
で
は
貢
租
額
の
一
一

O
倍
に
よ
る
有
償
償
却
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
処
置
に
、
自
己
の
物
権
に
対
す

る
震
憾
を
見
て
と
っ
た
等
族
領
主
は
即
座
に
強
力
な
反
対
運
動
を
展
開
し

始
め
る
。
す
で
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
町
一
敗
北
し
乙
共
に
一
八
一
五
年
に
同
盟
な
結

戒
し
て
い
た
彼
ら
等
族
領
主
は
、
出
口
耳
叶

E
Hロ
ロ
ロ
色
叶
}
M
m
w
M
M

切
に
指

導
さ
れ
て
メ
ヅ
一
ア
ル
一
一
ァ
ヒ
を
支
柱
と
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
会
議
に
訴
え
る
。

そ
し
て
、
等
族
領
主
の
領
邦
同
家
刊
で
の
特
権
を
保
護
し
た
ド
イ
ツ
連
邦

約
款
第
一
四
条
を
盾
と
し
た
等
族
領
主
と
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
政
府
と
の

争
い
が
永
く
続
く
の
で
あ
る
。
メ
ツ
テ
ル
ニ

y

ヒ
反
動
体
制
が
強
固
で
あ

る
限
り
、
領
邦
政
府
の
側
か
ら
一
方
的
に
芋
阜
を
強
行
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
一
一
一

O
年
の
フ
フ
シ
マ
ハ
七
月
革
命
の
影
響
、

お
よ
び
、
邦
議
会
で
の
改
革
運
動
が
活
発
に
な
る
に
つ
わ
て
、
若
干
の
等

族
領
主
は
有
償
償
却
に
同
志
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
三
三
一
年
一

O
月
二

5
 

九
同
の
法
律
を
見
る
に
至
っ
た
一
一
第
二
去
参
照
)
、
償
却
基
準
は
貢
租
額
の

二
O
倍
で
あ
っ
た
。
残
り
の
ラ
イ
ブ
ア
イ
ゲ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
基
く
貢
租
に

函
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

1833午10月四日の法律r基〈ライプアイゲンシャフト的責和
についての等族領主に対ずる補償綱

|補償額

i a b 
8，233.50 

2，336，20 

第 2喪

第
八
十
九
巻

6，750 

13，594，-

48，999，52 

35，290.46 

26，577，59 

七

第
一
号

七

1，545.20 

2，620，28 

45，948，35 

5まヱ雨漏二五五Ilen=-IZelbhenn印， M叩 UffilSS叫
計合



西
陣
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

つ
い
て
は
、
一
八
三
六
年
一

O
月
二
九
日
の
法
律
で
も
っ
て
償
却
が
開
始

さ
れ
る
(
二
一
第
表
参
服
)
。
こ
う
し
て
、
ラ
イ
フ
ア
イ
ゲ
ン
シ
ャ
フ
ト
は

固
有
地
で
は
一
八
一
七
年
に
無
償
で
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
基
〈
貢
租
二
入
、

五
一
一
二
姐
が
歳
入
か
ら
除
か
れ
る
と
共
に
、
等
族
領
主
領
で
は
一
ニ

0
年
代

に
有
償
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

伺
賦
役
お
よ
び
賦
役
代
納
金
の
廃
止
に
つ
い
て
。
領
主
の
直
営
地
の

少
い
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
賦
役
は
改
革
の
行
わ
れ
る
前
に
す
で
に

相
当
部
分
が
貨
幣
化
さ
れ
て
、
残
っ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
運
航
賦
役
で

あ
っ
た
。
一
八
二

O
年
初
白
政
府
の
算
定
に
よ
れ
ば
、
償
却
き
れ
る
ば
き

固
有
地
の
賦
役
白
量
は
貨
幣
換
算
す
る
と
五
一
=
、
七
0
0
1
、
そ
の
う
ち

=
一
六
、
六

O
C
a
u
は
賦
役
代
納
金
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
私
領
地
り
賦
役
の

額
は
一
一
二
五
、

0
0
0
1
、
そ
の
う
ち
一

O
六、

oooaが
賦
役
代
納

金
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
賦
役
お
よ
び
賦
役
代
納
金
に
対
し
亡
、
領
邦

政
府
は
一
八
三
一
二
年
の
邦
議
会
に
償
却
法
案
を
提
出
す
る
。
そ
の
内
容
は

賦
役
の
賦
役
代
納
金
へ
の
変
更
お
よ
び
賦
役
代
納
金
の
償
却
を
定
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。
償
却
基
準
は
、
人
格
的
賦
役
は
貢
租
額
の
一
五
倍
、
対
物

的
賦
役
は
一
六
倍
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
は
、
邦
議
会
の
解
散
に
よ
っ
て
、

一
八
三
三
年
に
は
審
議
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
モ
の
後
、
償
却
金
の
引
下
げ

を
要
求
す
る
邦
議
会
内
の
動
き
と
噌
額
を
要
求
す
る
等
族
議
会
お
よ
び
政

府
で
問
で
激
し
い
論
争
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
の
等
族
議
会
の
要
求
は
、

賦
役
の
徴
収
費
を
そ
の
額
の
一
割
、
純
収
入
を
九
割
と
考
え
、
そ
れ
を
当

時
の
利
子
率
四
%
で
換
算
し
て
償
却
金
主
賦
役
員
同
一
二
二
回
五
倍
と
す
る

第
人
十
九
巻

第
一
号

七

七

も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
一
八
三
六
年
一

O
月
二
八
日
の
法
律
で
は
、
償

却
金
額
は
人
格
的
賦
役
に
つ
い
て
は
賦
役
量
の
二

O
倍
(
農
民
負
担
一

O

倍
、
国
庫
負
担
一

O
倍
)
、
対
物
的
賦
役
は
二

O
倍
(
農
民
負
担
一
六
倍
、

困
庫
負
担
四
倍
)
、
賦
役
代
納
金
は
二
三
・
五
倍
(
農
民
負
担
二

C
倍、

閏
庫
負
担
二
・
五
倍
)
で
あ
っ
わ
。
(
第
三
表
参
照
〉
。

同

ベ

l
デ
町
廃
止
に
つ
い
て
。
等
族
組
主
の
免
税
特
権
の
廃
止
と
か

ら
ん
で
、
領
邦
政
府
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
改
革
の
た
め
の
試
み
が
行
わ
れ

る
が
、
等
族
領
主
の
反
対
に
あ
っ
て
進
展
し
な
い
ν

そ
し
て
一
八
三
六
年

一
O
月
三
七
日
の
法
体
で
も
っ
て
よ
う
や
く
償
却
が
閣
始
き
れ
る
。
償
却

基
準
は
、
五

a
以
下
の
貢
租
に
つ
い
て
は
二

O
倍
、
五
nu
以
上
の
も
の
は

二
二
・
五
倍
で
あ
っ
た
(
第
三
表
参
照
〉
。

同
十
分
の
一
税
お
よ
び
分
益
貢
租
の
改
革
。
政
府
は
十
分
の
一
税
お

上
び
分
益
貢
租
の
徴
収
費
用
が
高
く
っ
き
国
家
収
入
が
増
大
し
な
い
こ
と

か
ら
、
国
有
地
の
そ
れ
ら
を
貨
幣
化
し
て
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
責
任
に
お
い
て

徴
収
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
一
八
一
八
年
主
一
入
一
九
年
に
行
う
が
、
不

作
の
際
白
負
担
憎
明
大
を
恐
れ
て
農
民
の
支
持
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
問
題
は
「
一
二
月
前
期
」
に
は
見
る
べ
き
成
果
も
な
く
幕
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
三
月
訪
期
」
の
諸
改
革
を
見
て
気
付
く
こ
と
は
、
第

一
に
、
制
干
の
存
立
の
経
済
的
基
盤
を
形
作
っ
て
い
る
上
地

r対
す
る
貢

和
と
く
に
ハ
刀
益
貢
租
お
よ
び
十
分
の
一
税
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
な
く
、

打
し
ろ
領
主
の
政
治
的
特
特
権
を
掘
り
く
ず
す
た
め
に
、
等
族
領
主
と
領
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ω
C
同
日
ロ
V
P
E

ロ
E
N
σ
V
丘
m
w
-
一
出
口
ロ
倒
的
回
忌
H
M
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
政
府
主
等
族
領
主
と
の
弔
い
は
、
一
八
四
六
年
九

H
一
七

日
の
連
邦
抗
議
が
等
族
領
主
の
将
棋
を
刊
確
認
す
る
こ
と
v
h
よ
っ
て
、

領
邦
政
府
O
敗
北
に
終
る
@
。
同
2
5
z
p
U
右
前
言
邑
室
、
E
i

ご

西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
コ
二
月
革
ム
叩
」
と

そ
の
成
果

一
八
四
八
年
二
月
バ
リ
ー
で
の
革
命
の
勃
発
に
引
き
続
い
て
、
ド
イ
ツ

各
排
で
「
ニ
月
平
命
」
が
始
る
が
、
西
南
ド
イ
ツ
で
は
、
三
月
六
日
、
パ

ー
デ
ン
北
部
口
白
0
5
2
E
地
方
の
の
門
戸
同
国
己
目
ω
Z
骨
領
に
領
主
的

権
利
の
放
莱
を
要
求
す
る
農
民
蜂
持
か
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
て
北
バ

l
プ
ン
の
貴
族
領
は
農
民
運
動
の
嵐
の
中
に
巻
込
ま
相
、
さ
ら

に
ヴ
ュ
ル
一
ア
ン
ベ
ル
グ
北
部
に
波
及
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
む
フ
ラ
ン
ケ
ン
地

方
お
よ
び
ア
ル
ゴ
イ
地
方
に
も
農
民
蜂
起
が
始
っ
て
、
数
日
に
し
て
西
南

ド
イ
ツ
一
帯
は
等
族
領
主
主
中
心
と
し
て
、
封
建
的
貢
領
の
廃
止
を
要
求

す
る
農
民
運
動
の
渦
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
お
e
L
か
も
、
農
民
の
動

き
も
個
別
的
な
領
主
に
対
す
る
斗
い
か
ら
全
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
統
一
行
動
へ

し
乙
発
展
し
は
じ
め
る
。
口
一
仏
0
5
2
E
で
は
、
す
で
に
三
月
一

O
日
に
は
、

か
つ
て
の
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
「
一
二
ケ
条
」
の
要
求
に
な
ら
っ
て
一
一
一

ケ
条
の
要
求
が
作
ら
れ
て
い
弘
。

ト
ー
の
封
建
的
危
機
、
こ
れ
は
軍
隊
に
よ
る
農
民
運
動
む
鎮
圧
に
よ
っ
て

西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

は
解
決
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
て
、
西
南
ド
イ
ジ
諸
問
邦
は

農
民
の
要
求
を
上
か
ら
汲
み
取
っ
て
相
次
い
で
償
却
法
主
公
布
す
る
(
パ

5
 

1
デ
ン
H
H
四
月
一
四
目
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

1
凹
月
一
回
目
、
バ
イ
エ

ル
ン

1
六
月
四
日
、
ヘ
ツ
セ
ン
H

八
月
七
酌
)
。
そ
う
し
た
償
却
法
の
公
布

を
予
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
月
に
は
農
村
を
再
び
平
静
に
す
る
こ
ー
と

に
成
功
し
た
の
で
あ
る
e

ω
明
円
E
宮
口
E
v
-
-
官
同
一
a
s
o
m
山
ω
∞
日
目
〈
〈
巴
g
z
p

m
b
k
h
N
G
h
m
m
弘
、
崎
、
弘
、
£
な
b
L
P
A
W
S
出
向
。
。
』
足
立
Q
S
R
。
ぃ
S
H
h仏
mh
山

mp』U~判。

出
a
H
ω
ω
ピ
一
応
f
l

日
ヴ
品
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
に
も
所
閣
を
持
つ
明
日
円
耳

目
司
奇
拝
。
ロ
σ
o
品
の
居
城
が
存
在
す
る
印
n
v
d司
Z
N当
山

E
的
2

W
Z
H
切
り
農
民
峰
紀
は
出
2
-
n
o
p
P
2
4
6
辱
心
民
主
派
の
運
動
と

結
合
し
で
発
展
す
る
。
H
i
E
Z
E
。
E
昌
司
ヨ
お
Q
O
m
山

2

2

ω
吋
耳
切
汁
出
c
Z
ロ
H
o
v
o
羽
Z
Z
Z
Z
E
の
屈
誠
で
は
十
分
の
一
説

お
よ
び
貢
租
に
関
す
る
文
書
が
焼
き
捨
て
ら
れ
、
d
Fぐ
E
E
d
日
閣
で

も
領
主
文
書
が
焼
か
れ
る
。
〈
〈
1
0
見
H
ロ
、
R
N
R
O
∞
回
目
H

N
U
R
町
内
h
Z
N
A
』
筒
、
?
切
民
で
-
N
h
h同
LN

ロE
V
向
山
同
N
E
5
5
件
。
】
コ
ロ
目

E
4
司
ロ
E
O
日
百
同
岡
山
由
日

川

W
H
L
N
H
E
目
。
口
d
p
U
戸
、
U
N
G
同
E
P
S
N句
H
S
S
3
6
志
向
立
与
G
g
A
N
a
-咽同

求

S
A
ぬ
吾
町
田
E
己
主
E
s
g
a
L
N
~
z
h
N
S
可
E吋
L
q
p
』
h
w
h
h
ω
由
日
仏
寸

l
u
同
国
m
v
n
F
目
白
E
-
b
N
R
可
。
~
r
~
u
R
S
m
h
き
品
H
p
m
h
¥凶
mhw
刊さ

λ2hhNN恥

芯
芯

h
N
L
♂
ミ
て
。
~
町
村
a
H
2
J
L
N
U
U
恥
印
ω
A
H
A
v
l
@
向
。
c
u
d
o
p
b
止
~
N
G
1

3
吉
川
則
。
お
き
お
忌
止
と
、
冷
W
N
S
号

芯

b
o
r
s
N
G
H
N
G
s
a
r
s
同
誌
a
h
m
s

刊に

S
2
G
N
H
a
s
n
N
是
認
、
内
訳
h
s
h
h
Z
N
恥
」
な
お
お
旬
、
町
民
ι
E
R
S
-
H
U
H
N
出
回
日
》
la

m
H
〈
〈
巳
o
ロ
台
ロ
古
代
制
令
。
m
ω
ω
山
町
田
ヴ
L

ル
テ
ン
ベ
ル
ク

第
八
十
九
巻

七
五

イじ

五

第
一
号



百
南
ド
イ
ツ
に
お
付
る
「
農
民
解
放
」

に
も
所
傾
を
持
ち
西
f

同
ド
イ
ツ
の
等
放
領
主
中
で
指
導
的
地
位
を
占

め
る
司
口
S
E
c
-
rロ旬。
HH
君
巳
Z
H
E
2ロ
の
居
城
の
所
在
地

E

2

(
ヴ
γ

ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
の
同
境
に
近
い
バ
イ
エ
ル

γ
領
)
で
は
封

建
前
諾
権
利
D
廃
止
を
領
主
に
約
束
さ
せ
た
。
出
問
。
ωω
目。円叩

ipN

5
a
p
p
E
h
s
r
h
E
z
h
q
E邑
2
h
a
S
忠
良
品
、
s

E
官、
E
E
S

同

ζ
h
R
N
M言
、
室
内
凶
札
も
て
礼
町
民

rEW53
国民

eupミ
s
s
h
h恥
匂

¥
h
p
同
日
出
回

印
印
臼
∞
寸
∞
回
目

U
]
F
U
!日
N
ω
]中日
mw戸
出
回

E
Hロ
b
宮
町
、
£
誌
札
、
三
町

NS

之
霊
長
室
凶
岳
町
、
誌
、
日
目
田
町
田
区
臼

ω
同
門
E

Zロ
m
o
F
F四
月
お
お
む
包
グ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
の

都
市
市
民
白
土
地
改
本
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
一
月
一
七
日
の
正
平

耳
m
pユ
選
挙
集
会
に
お
け
る
「
綱
領
」
を
見
よ
。

b
z
c品
喜
】

shNミ
一
回
ぬ
で
レ
『
凶
∞
面
白
〔
)

M
W

守

「

mV41α
ロ
ωnv-mwmo円、

R
N
S
G
ω
的

叶

仏

l

∞H

ω
回
出
回
目

E
E
p
a
s
o
m
ω
E
N
E
]

川

w
h
p
J
P。
E
E、
回
忌
込
町
古
量
、
日

EnFNbFNG
吾
、
同

Q
5
2
F
H若
NI

求
え

h
a
s
n内
丸
町
、
同
ゆ
由
民
民
之
芯
芯

h
n同
a
N
Q芯
札
丘
町
、

rqa
町、

ε
S乱
。

E
N
Q
E

刷
主
的

ECG言
語
。
内
古
車
河
口
旬
、
誌
、
忌
包
凹
∞
寸
日
1

。

と
こ
ろ
で
、
ヴ
み
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
の
場
合
、
等
族
議
会
は
一
八
四
八
年

三
月
一
四
日
に
召
集
さ
れ
て
直
ち
に
償
却
法
に
つ
い
て
の
審
議
を
始
め
た
。

そ
し
て
、
も
は
や
全
貢
租
の
償
却
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
主
を
認
め
た
が
、

そ
り
要
求
す
る
償
却
基
準
は
、
毎
年
徴
収
す
る
貢
租
は
一
人
倍
で
、
保
有

変
更
税
は
一
四
倍
の
績
で
償
却
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
無
償
廃
止

を
要
求
す
る
一
般
与
論
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ

b
o
他
方
、
目
。
V
E
O
H

第
λ
十
九
巻

七
プミ

七
プミ

第
一
号

を
主
班
と
す
る
「
三
月
内
閣
」
は
独
自
の
償
却
法
案
を
=
月
一
一
一
円
に
両

院
に
提
出
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
保
有
変
更
税
、
分
益
民
租
お
よ
び
家
畜

十
分
の
一
税
は
一
二
倍
で
、
そ
の
他
空
一
旦
租
は
一
六
倍
で
償
却
す
る
こ
と
、

償
却
金
の
支
払
に
は
四
怖
の
利
千
付
で
二
五
年
分
割
払
い
ー
を
認
め
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
担
、
ニ
ハ
倍
と
い
う
額
は
当
時
的
国
債
か
ら
の
収

入
を
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
償
却
金
は
全
額
農
民
負
担
で
あ
り
国
庫

負
担
は
存
在
し
な
か
っ
た
D

こ
の
法
案
を
、
等
族
議
会
は
三
月
二
三
日
に

全
会
一
致
で
意
認
す
る
。
一
方
、
邦
議
会
の
方
は
、
議
会
解
散
要
求
の
行

わ
れ
て
い
る
中
百
、
翌
一
一
一
月
二
四
日
に
は
、
一
二
票
の
反
対
の
み
で
こ
の
償

却
法
案
を
可
決
し
、
三
月
二
七
日
に
解
散
し
た
。
邦
議
会
で
の
次
の
よ
う

な
発
言
は
、
当
時
の
支
配
者
層
の
置
か
れ
た
立
場
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
ω

「
も
う
一
突
き
さ
れ
れ
ば
全
て
の
権
利
は
補
償
な
し
に
廃
止
さ
れ
る
危
険

が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
法
律
は
他
人
の
権
利
の
横
領
で
も
恋
意
的
な

侵
害
で
も
な
い
。
償
却
が
領
主
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
な
時
点
で
行
わ
れ
、

し
か
も
償
却
さ
れ
る
貢
和
に
対
し
て
は
、
不
安
定
に
な
っ
た
所
有
権
の
価

値
に
応
じ
た
補
償
額
が
支
払
わ
れ
る
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
法
律
は
、

む
し
ろ
高
度
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
」
。

こ
う
し
て
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
貢
租
償
却
法
は
、
四
月
一
四
日
に

公
布
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
八
四
八
年
九
月
一
日
ま
で
に
八
、

O
三
四
件

が
償
却
過
程
に
入
り
、
一
八
五
一
年
末
に
は
三
二
、
一
ー
ハ
涯
什
が
償
却
さ

れ
る
こ
主
に
な
り
、
償
却
業
務
は
こ
こ
に
大
部
分
を
終
え
た
。

総
梢
悦
額
は
、
二

O
、
六
八
六
、

coofで
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
、



五
一
六
、

0
0
0
1
が
貴
族
に
支
払
わ
れ
た
a

そ
の
主
要
な
も
の
は
、

町ロ骨
HEm且仲
吋

vEロHEロ炉E口《乱い吋
UE酔一

同。島『『。
2ロ己】
Q

『

l
九
八
五
、

0
0
0
1
、
当
己

Q
Z晶
君
。
-
F密
U

五
二
四
、

0
0
0
5
で
あ
っ
た
(
第
四
表
参
照
〉
。

次
に
、
十
分
の
一
税
は
、
一
八
四
九
年
七
月
一
己
日
の
法
律
で
償
却
さ

れ
ゐ
こ
と
に
な
る
。
償
却
基
準
は
一
般
貢
租
と
阿
じ
く
一
六
倍
、
二
五
年

年
賦
払
で
あ
っ
た
。
総
補
償
額
は
四
八
、
一
凶
四
、

0
0
0
1
で
あ
り
、

固
有
地
お
よ
び
教
会
領
が
そ
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
(
第
四
表
参
照
)
。

そ
し
て
、
固
有
地
の
場
合
、
一
八
五
二
/
五
二
年
度
に
は
末
償
却
十
分
の

一
税
は
一
一
一
、
一
ニ
四
六
β

で
、
十
分
の
一
税
の
九
三
一
%
が
償
却
に
入
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
刷
。
な
お
、
そ
の
他
の
領
主
的
特
権
に
つ
い
て
は
、

一
八
四
九
年
八
月
二
四
日
の
法
律
が
償
却
を
規
定
し
た
。

-
八
四
八
/
四
九
年
目
ド
イ
ツ
「
一
一
一
月
草
命
」
の
過
程
の
中
で
、
こ
う

し
て
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
貢
租
償
却
に
関
す
る
法
律
は
出
そ
ろ
う
n

そ

し
て
、
三
五
年
後
の
一
八
七
三
年
に
は
償
却
金
支
払
い
が
ほ
ぼ
完
了
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
革
命
運
動
の
退
潮
に
共
な
い
反
動
の
支
柱
で

あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
会
議
が
再
び
頭
を
も
た
げ
て
く
る
主
、
領
主
屑
の
特
権

擁
護
の
運
動
も
活
発
と
な
る
。

E
H
E
C
Z
t品
。
ロ
毛
色
0
2
E
D
に

指
摘
さ
れ
た
ヴ
ュ
ル
テ
γ
ベ
ル
グ
の
隼
族
領
主
は
、
国
家
に
対
し
追
加
補

償
を
要
求
す
る
運
動
を
強
々
に
展
開
し
た
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

ゴ
ニ
月
前
期
」
の
状
態
に
復
帰
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
う
、
ま
た
、
償

西
南
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

1848年 4月14日と1849年 6月17日司
法樟に基く補償額 〔フローりン〕

!一般瓦租|卜分の一説|合 百|

L 国 庫 6，750，000 21，160，000 27，91O，OOC 

E 私的権利者

1，王領地 800，0日日 2，400，000 3，2日コ，OOC

2 貴 技

(a) 等族領土 4，340，000 4，740，OOC 9，080，OOC 

(b) 騎士身分 1，740，000 1，370，OC日 3，110，000 

(c) T ，;'l.nris紅白sigfm Ari叶 uO，OOO 270，000 7日1，000

3 教会関係

刷新教教会 120，0口口

(叫新教学校 40，000 120，口JO 16口，000

(0) 旧教教会 670，000 4，910，000 5，580，000 

(咽旧数学会 100，000 40，000 140，0以)

4， ~i 団

5 その他 1，呂26，000I 6，784，000 I 8，610，000 

総 ]2仰 ι州48凶∞01問。∞o

第 4去却
が
寸
で
に
始
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
農
民
か
ら
追
加
袖
償
を
取
る
こ

E

も
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
五
七
年
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
会
議
の

決
議
に
基
い
て
等
族
領
主
が
要
求
し
た
追
加
補
償
額
は
一
八
、
。
九
七
、

ooodnで
あ
っ
た
。

L
か
し
、
こ
の
要
求
案
は
、
一
八
六
一
年
一
二
月

第
八
十
九
巻

七
一じ

第
一
号

七
一じ



西
市
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
農
民
解
放
」

ハロ
u

一
一
一
日
に
邦
議
会
で
六
一
対
一
一
四
で
も
っ
て
否
決
さ
れ
て
、
一
八
六
五
斗
四

月
一
九
日
の
同
。
目
司
E
巴
E
Z
E山
2
0
Z
に
よ
っ
て
、
四
、
一
一
一
ニ

O
、一一

(臼〉

四

OOE
が
追
加
補
償
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
υ

こ
こ
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
の
領
主
権
は
最
終
的
じ
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ω
叶
}
戸
問
E
-
v
市
町
言
、
~
ぜ
な
三
官
一
国
民
同
ω
可
申
心
問
。
H
P
E
E
-

ロζ
C
E
3丸
、
泊
三
宮
刊
誌
s
h
ア
山
町
出
町
田

ω

4

V

同
国
P
E
》
Q
S
口
出
比
同
抗
日
叶
恒
国
弘
司
山
口
∞

C

河
合
ロ
Y
H
H
Q
ヨ
ぬ
P
C
印
日
仏
∞
l
m
な
お
、
〈
o
m叫
Z
R
o
n
Z
に
基
く

貢
租
は
紬
収
入
の
一
心
情
で
償
却
、
聞
こ
ん
地
ア
分
の
一
税
、
未
償

却
の
ベ

l
デ
と
ヲ
イ
プ
ア
イ
ゲ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
某
お
貢
租
、
お
よ
び

レ
l
エ
ソ
制
度
は
無
償
廃
止
さ
れ
た
。
。
同
日
巳
】
問
。
司
Q
R
O
ω

ム一
ω

ω
b
z
m
m
h
m
E
と
号
、
F
匂
弘
司
何
回
目
白
四
円

川

W
叶
F
同
ロ
m
w
E
u
-
a
a
O
切れ
N
H
ω
H
3
0
阿
川
2
ロ
V
P
H
F
R
Q

ロ
ω
九

回

国

叶

V
同
ロ
m
v日
ν
]
v
s
s
。
国
h
N
H
印
印
H
J
1
U
H
由
。

川

w

己
μ

同
E
3
-
Q
Q
D
出
札
口
印
日
コ

川

W

C

同
2
ロV
R
F
p
a
c
ω

問。

m
Q
同
日
ロ
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西
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ら
れ
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れ
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